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研究成果の概要（和文）：　本研究は、古代エジプト史のなかで、特に曖昧な時期である第三中間期の第24王朝
の社会状況を古代エジプト王バクエンレンエフ（ボッコリス）に属する数少ない文字史料・考古資料を通して明
らかにすることを目指した。研究を進める過程で第三中間期を専門とするスウォンジー大学のサグリロ博士、エ
ジプト探査協会のノウントン博士、ウィルソン博士を日本に招聘し、三度の研究発表会を開催した。今後、彼ら
と研究代表者が発表した内容をまとめて出版する計画を進めている。その一環として「タルクイニア出土のボッ
コリス王のファイアンス製壷―紀元前8世紀ににおける古代エジプトと地中海世界―」が『関大西洋史論叢』の
最新号に掲載された。

研究成果の概要（英文）：　In this project, I discussed the social circumstances of the Third 
Intermediate Period, especially the 24th Dynasty from the archaeological assemblages with the name 
of a king Bakhenrenef. So I invited three Egyptologists, Dr. Troy Sagrillo (Swansea University), Dr.
 Chris Naunton (Egypt Explore Society) and Dr. Penelope Wilson (Durham University), and held the 
workshop in 2014, 2015 and 2016. At the first onset, I published The Bocchoris Vase from Tarquinia: 
An Interaction between Ancient Egypt and the Mediterranean World in the 8th Century BC, in 
Kansaidaigaku Seiyoushironsou: Western History Essays, Kansai University Vol.19.

研究分野：古代エジプト史

キーワード： 古代エジプト　西洋史　考古学
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１．研究開始当初の背景 
1986 年にまとめられた K. キッチンの

著書 The Third Intermediate Period in 

Egypt (1100-650 BC)（1995年に改訂版出

版）を起点として、第三中間期研究は始ま

った。その後、1990年代に入り、キッチン

の著書とその編年は、A. リーヒーを中心と

したバーミンガム学派の研究者たちによっ

て、批判の的となるが、現在においても彼

の著書は基本書としての地位を保持してい

る。国内における古代エジプト第三中間期

研究は、研究代表者及び藤井信之氏の一連

の論考以外になされていないのが現状であ

る。例外は 1980 年代から古代学協会によ

って開始され、現在も筑波大学によって継

続されている中エジプトのアコリス遺跡に

おける調査で出土したリビア人のエジプト

王オソルコン 3世の碑文に関する成果であ

る。この碑文は、アコリス遺跡の報告書及

び研究代表者の論考 “The Identity of 

OsorkonⅢ”とそれらを引用している複数

の論考により、現在古代エジプト第三中間

期研究を行う上で欠くことのできない基礎

資料となっている。 

 国外における研究は、2000年以降著しく

盛んとなり、従来の編年研究以外にも 2007

年の H. サラーハによるジェンダー研究や

2009 年の R. K. リトナーによる包括的碑

文研究を筆頭に多角的な研究成果が出始め

ている。また近年数多くの考古学的発掘が

行われ、それらの成果が逐次報告されてい

るが、ナイル河に近い地域のみならず、西

方のオアシス地域など地理的に離れた場所

における調査でも第三中間期の考古資料・

碑文史料の存在が報告されている。ダクラ

オアシスのアムヘイダにおけるO. E. ケー

パーらの発掘調査はその好例である。上記

のような近年の研究活動の活発化は、2007

年 10月 25日から 27日に掛けてライデン

大学において開催された古代エジプト第三

中間期研究の学術大会に端を発している。

その後、G. P. F. ビョークマンらによって

編集されたこの学会における研究発表内容

は、2009年に出版された。 

このような国内外における研究状況の中、

本研究では第三中間期の中でも最も不明瞭

な王朝であるとされている第 24 王朝を採

り上げ、その王朝二代目の王にして最後の

王であるバクエンレンエフ（ギリシア語名

ボッコリス）に焦点を当てる。そして、な

ぜこの王がエジプト国内よりもその周辺の

外部世界、特にギリシア・ローマ世界にお

いて、高い知名度を得たのかという過程を

解明することで、古代エジプト第三中間期

のグローバル化の一側面を明らかにするこ

とを目指す。 

 バクエンレフ王は、第三中間期を理解す

る上で重要な人物であることは、研究者で

あれば誰もが認識しているが、これまでに

彼を中心に扱った研究は、他のリビア人王

たちと比較して極端に少ない。その最大の

理由は、エジプト国内において知られてい

るバクエンレンエフ王に関する資料が極め

て少ないことにある。しかしながら、エジ

プトの周辺世界にまで視野を広げると、こ

の王に関する考古資料及び文献資料が複数

存在することがわかる。ナイル世界を越え

た周辺諸地域に存在するバクエンレンエフ

王に関する資料、特に古典史料の使用は、

エジプト学側からなされたことが無く、こ

の王のアイデンティティをさらに明確にで

きる可能性を十分に秘めている。 

 
２．研究の目的 
本研究において、バクエンレンエフ王に

注目した最大の理由は、上述したように知

名度が比較的高く、実在の人物であること

が確かであるにもかかわらず、この王に関

する資料が極端に少ないことにある。現時

点で確実なものとしては、以下の資料が挙



げられる。 

1. メンフィスのセラペウムで出土した治

世第 6年の碑文とスカラベ 

2. ピテクーサイの第 325 号墓から出土し

たバクエンレンエフの名前が彫られたスカ

ラベ 

3. タルクイニア出土のバクエンレンエフ

の名前を持つファイアンス製壷 

 以上の資料からわかることは、バクエン

レンエフ王が少なくとも 6年間エジプトを

統治した実在のエジプト王であり、ピテク

ーサイやタルクイニアというイタリア方面

において、その名前が知られていたという

ことくらいである。しかしながら、バクエ

ンレンエフ王は、ボッコリス王という呼び

名でギリシア・ローマの叙述家たちによっ

て、複数の史料の中で「賢者」あるいは「慎

み深い王」として取り挙げられている。例

えば次の例が挙げられる。 

1. 紀元前 3 世紀のエジプト人神官マネト

の『エジプト誌』 

2. 紀元前 1世紀頃のディオドロス・シクル

スの『世界史（文庫）』 

3. 紀元後 1 世紀のプルタルコスの『英雄

伝』と『オシリスとイシスの神話』 

4. 2世紀から 3世紀にかけての歴史家アイ

リアノスの『動物誌』 

5. 紀元後1世紀後半から2世紀初頭にかけ

てのタキトゥスの『同時代史』 

これまでなされてきたエジプト側からの

考古資料のみによる研究ではなく、ギリシ

ア・ローマ側からの文献史料を同時に用い

ることで、バクエンレンエフ王＝ボッコリ

ス王自身のエジプトとギリシア・ローマ世

界における創られたイメージ、古代エジプ

ト史上最大の混乱期であった第三中間期の

持つ意味、さらに彼が後の時代にギリシ

ア・ローマ世界に与えた影響から、古代エ

ジプト文化の他地域への文化浸透のメカニ

ズムを明らかにすることが可能となる。 

３．研究の方法 
研究目標達成のために、初年度は資料・

史料の整理を行った。本研究では、英国ス

ウォンジー大学に所属する第三中間期のリ

ビア人王シェションク 1世の専門家である

T. サグリロ氏を研究協力者としているた

め、リビア人王に関する網羅的な整理が可

能となった。また 2015 年にはロンドンの

エジプト学協会（EES：Egypt Explore of 

Society）より、同協会所蔵の資料の使用許

可も受け、さらに同協会の事務局長であり、

第三中間期のヌビアに関する研究者でもあ

る K. ノウントン氏を日本に招聘し、研

究・検討会を実施した。2016年には第三中

間期研究と第 26 王朝の都サイスの発掘調

査を行っているダラム大学の P. ウィルソ

ン氏を招聘し、情報交換と研究会を実施し

た。第 24 王朝の並立王朝とその前後の王

朝を研究している研究者からの最新情報と

意見交換により、本研究課題を大いに前進

させることとなった。 

 
４．研究成果 

本研究は研究代表者によるこれまでの研

究「若手研究(B)「隊商都市パルミラの彫像

の指輪からみた古代ローマ文化の受容につ

いての研究」と「基盤研究(B)（海外学術調

査）「エジプト西方砂漠のオアシス地域にお

ける文化受容の研究」を踏まえたものであ

り、「古代エジプト文化が周辺世界に与えた

影響」に関する総合的研究の一環である。

主題に据えたリビア人エジプト王バクエン

レンエフ王の治世とその前後の時代背景を

検討した本研究の成果として、次の二点が

挙げられる。①野蛮なヌビア人たちと戦っ

た賢者のエジプト王ボッコリスのイメージ

は、当時地中海世界を股に架けて縦横無尽

に経済活動を展開していたギリシア人やフ

ェニキア人商人たちを通じて各地へと伝播

した。②実在の人物であろうと考えられる

が、創り出された王のイメージが先行し、



ギリシア・ローマ世界に定着した後、当時

の人々にとってボッコリスは、実在のエジ

プト王として認知されていく。これらのこ

とから、ナイル河谷ではほとんど重要な役

割を果たすことの無かった可能性が高いこ

の王は、ギリシア・ローマ世界において予

想外の名声を得ることとなった。 

なおイタリアとフランスにあるバクエン

レンエフ王の考古資料のデータ収集は政情

不安のため中止したが、エジプトにおいて

可能な限りデジタル・データを取得してい

る。これらは今後研究を進める上で極めて

有効なものであり、今後論文として発表す

る予定である。 
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